
創業支援ビジネス 

はじめに 

船井総合研究所主催の「創業支援ビジネス研究

会」に参加してきました。今後成長の見込める分

野ですので、この場で紹介させていただきます。 

 

創業支援ビジネスの必要性 

①受注ルートの確立 

会計事務所は自然発生的な紹介に依存しており

受注ルートを確立出来ていないことがほとんどで

す。その為、創業支援→顧問契約という受注ルー

トを確立する事が、今後の会計事務所発展のカギ

となります。 

②高い需要 

開業者の 50％以上が資金繰りを課題に挙げてい

るというデータがあります。さらに、新設法人の

設立数は毎年前年の件数を上回っており、需要は

質・量ともに高く、今後も伸びると予想されます。 

 

会計事務所がやるべき事 

①集客力の強化 

創業融資はＷＥＢを媒体とした申し込みが多い

という特徴があります。そのためＨＰやＤＭ等の

ダイレクトマーケティングに力を入れる必要があ

ります。 

②面談、提案、受注の業務フローの確立 

「何をヒアリングすればいいのか」「どの様な

提案をすればいいのか」をしっかりマニュアル化

しましょう。これにより職員が業務に使う時間を

短縮でき、結果多くの案件をこなす事が出来ます。 

 

ヒアリング 3要件 

①経歴 
今まで何の業務に何年携わったのか。そこから

起業に至るまでのストーリーを作ることが肝心で

す。必ず起業に気持ちが向くターニングポイント

があるはずです。 
②自己資金 
「いつ貯めた」「どうやって貯めた」を正確にヒ

アリングする必要があります。社長が考える自己

資金と日本政策金融公庫が考える自己資金は全く

別物である可能性があるので注意が必要です。 
③信用情報 
家賃、公共料金、税金、クレジットカードを期

日通りにしっかり払っているでしょうか。一筋縄

では聞き出せないポイントですので、しっかりと

ヒアリングしましょう。 
  

おわりに 

創業融資はお金を借りることが目的ではありま

せん。そのお金で事業を成功させることが目的で

す。事業の成功をサポートする事こそが会計事務

所の本来業務なのです。 
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